
1985年出上の木簡

奈
良
。平
城
宮
・京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
二
条
大
路
南
二
丁
目

ｏ
二
条
町
、
大
和

郡
山
市
九
条
町

２
　
調
査
期
間
　
　
平
城
官
北
面
大
垣
地
区

　

一
九
八
五
年

（昭
６０
）
三
月
ｉ

四
月
、
同
南
面
大
垣
壬
生
門
東
地
区
　
一
九
八
五
年
三
月

ｉ
八
丹
、
同
南
面
大
垣
壬
生
関
西
地
区
　
一
九
八
五
年
六

月
ｉ

一
〇
月
、
同
推
定
第

一
次
朝
堂
院
東
朝
集
殿
地
区

一
九
八
六
年

一
月
を
四
月
、
同
馬
寮
地
区
北
方
　
一
九
八

六
年

一
月
、
右
京
八
条

一
坊
十
三

・
十
四
坪
　
一
九
八
五

年
七
月
を

一
九
八
六
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
英
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
行
跡

・
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
北
面
大
垣
地
区

（第
一
六
四
十
一
次
調
査
）

本
調
査
は
市
道
拡
幅
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
で
、
宮
北
端
部
の
西
寄
り
に
位

置
す
る
御
前
池
の
東
岸
沿
い
の
池
底
に
四
カ
所
の
調
査
区
を
設
定
し
た
。
四
カ

所
の
調
査
区
の
う
ち
北
面
大
垣
推
定
地
に
設
け
た
第
Ｉ
調
査
区
で
、
大
垣
推
定

線
上
に
北
面
大
垣
に
先
行
し
官
北
限
を
区
画
す
る
施
設
と
考
え
ら
れ
る
掘
立
柱

東
西
塀

一
条
、
そ
の
北
側
に
素
掘
り
の
東
西
溝
二
条
を
検
出
し
た
。
二
条
の
東

西
溝
の
う
ち
東
西
塀
の
北
約
八

・
二
ｍ
に
あ
る
溝
は
、
北
面
大
垣
の
北
濠
に
相

当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
Ⅱ
調
査
区
の
北
に
設
け
た
第
Ⅲ
調
査
区
で
は
、
東

西
塀
の
北
約
四

一
ｍ
で
、　
一
条
北
大
路
北
側
溝
の
可
能
性
が
あ
る
素
掘
り
の
東

西
溝
Ｓ
Ｄ
〇
三
を
検
出
し
た
。
こ
の
溝
は
後
世
の
大
き
な
削
平
を
う
け
て
い
て
、

現
状
で
は
幅
約
三

・
七
ｍ
、
深
さ
約
○

・
五
ｍ
を
測
る
。
滑
底
中
央
部
は
一
段

深
く
な
り
、
幅
約
○

・
五
ｍ
、
深
さ
約
○

。
二
ｍ
の
細
い
素
掘
り
の
溝
と
な
る
。

木
衝
は
こ
の
溝
か
ら
三
二
点
が
出
上
し
た
。　
こ
の
う
ち

一
三
点

（削
暦
七
点
）

は
上
層
の
溝
Ｓ
Ｄ
〇
三
Ｂ
か
ら
、
下
層
の
細
溝
Ｓ
Ｄ
〇
三
Ａ
か
ら
も
削
屑
九
点

が
そ
れ
ぞ
れ
出
上
し
た
。
上
層
溝
の
堆
積
土
か
ら
は
平
城
官
軒
瓦
編
年
第
１
期

の
軒
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。

一
一　
南
面
大
垣
壬
生
門
東
地
区

（第

〓
ハ
五
次
調
査
）
・
西
地
区

（第
〓
ハ
七
次

調
査
）

調
査
区
は
そ
れ
ぞ
れ
第

一
三
二
次
調
査
区
の
東
と
西
に
接
す
る
位
置
に
あ
り
、

官
南
辺
東
方
に
あ
た
る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
に
は
、
南
面
大
垣
、
二
条
大
路

と
そ
の
南
北
両
側
溝
、
宮
内
道
路
二
条
と
そ
の
側
溝
、
壬
生
門
内
東
官
衝
及
び

西
官
衛
を
囲
む
築
地
塀
、
左
京
三
条

一
坊
八
坪
の
北
面
築
地
等
が
あ
る
。
両
次

の
調
査
で
は
、
南
面
大
垣
の
築
成

。
改
修

・
補
修
の
事
実
を
確
認
し
、
ま
た
、

新
た
に
第
二
次
朝
堂
院
の
南
方
、
壬
生
門
を
挟
ん
で
東
西
に
二
区
の
官
衝
の
存

在
を
確
認
し
た
。
木
簡
は
、
壬
生
門
の
南
を
東
西
に
走
る
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ



Ｄ

一
二
五
〇
と
、
第

一
六
五
次
調
査
区
の
南
面
大
垣
北
の
官
内
道
路
路
面
上
で

検
出
し
た
土
羨
Ｓ
Ｋ

一
二
〇
五
〇
か
ら
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
は
南
面
大

垣
の
南
約
八
ｍ
に
あ
る
幅
約
二

・
五
ｍ
、
深
さ
約
○

。
九
ｍ
の
素
掘
り
の
東
西

溝
で
、
南
北
両
岸
の
所
々
に
は
護
岸
の
木
杭
が
の
こ
る
。
第

一
六
五
次
調
査
区

内
で
は
堆
積
土
は
大
き
く
五
層
に
分
か
れ
、
最
下
層
及
び
そ
の
上
の
層
か
ら
木

簡
四
五
点

（削
暦
一
七
点
）
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
第

一
六
七
次
調
査
区
内
で
は

堆
積
土
は
四
層
に
分
け
ら
れ
、
最
下
層
か
ら
木
簡
四
点
が
出
土
し
た
。
伴
出
遺

物
と
し
て
は
木
製
品

。
瓦

・
土
器
等
が
あ
る
が
、
な
か
で
も

一
六
五
次
調
査
区

内
で
は
、
人
形
三
〇
点

・
斎
串
六
点

・
剣
形

一
点
等
、
壬
生
門
附
近
で
の
祭
祀

に
関
わ
る
木
製
品
が
比
較
的
多
く
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｋ

一
二
〇
五
〇
は
壬
生
門
内

東
官
衝
あ
る
い
は
南
面
大
垣
の
修
営
に
関
わ
っ
て
掘
ら
れ
た
土
羨
と
考
え
ら
れ
、

多
量
の
木
屑

。
加
工
板
や
茅
負

。
漆
塗
片
櫃
等
と
と
も
に
木
筒
三
二

一
点

（削

暦
一一一ハ
七
点
）
が
出
上
し
た
。　
ま
た
建
物
の
立
面
に
似
た
絵
を
描
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
墨
画
の
あ
る
木
屑
も
出
上
し
た
。

〓
一　
推
定
第

一
次
朝
堂
院
東
朝
集
殿
地
区

（第
一
七
一
次
調
査
）

調
査
区
は
推
定
第

一
次
朝
堂
院
地
区
南
東
部
に
あ
た
り
、
第

一
三
六
次
調
査

区
の
東
と
南
に
接
し
て
東
区
と
西
区
の
ニ
カ
所
の
調
査
区
を
設
定
し
た
。
検
出

し
た
奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
五
棟
、
掘
立
柱
塀
四
条
、
溝
六

条
、
土
羨
等
で
、
ｌ
ｉ
４
の
四
期
に
区
分
で
き
る
。
本
調
査
で
は
、
推
定
第

一

次
朝
堂
院
東
南
部
の
区
画
施
設
に
関
す
る
新
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

こ
の
一
郭
に
も
朝
集
殿
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
木
簡
は
南
北
溝

Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
と
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
七

一

五
、
土
羨
Ｓ
Ｋ
Ｏ
九
及
び
整
地
土
か
ら

出
土
し
た
。
西
区
の
中
央
を
南
流
す
る

Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
は
、
奈
良
時
代
初
頭
の

１
期
、
宮
造
営
当
初
に
第

一
次
朝
堂
院

の
東
辺
に
掘
ら
れ
た
素
掘
り
の
溝
で
あ

る
。
幅
約

一
・
六
ｍ
、
深
さ
約
○

・
六

ｍ
。
木
簡
四
点
が
堆
積
土
中
か
ら
出
土

し
た
。
伴
出
遺
物
に
は
平
城
官
軒
瓦
編

年
第
Ｉ
期
の
軒
平
瓦
が
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

七

一
五
は
、
奈
良
時
代
前
半
か
ら
中
頃

ま
で
の
２
期
に
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
を
埋
め

た
の
ち
、
そ
の
東
約
二
〇
ｍ
に
掘
ら
れ

た
素
掘
り
の
溝
で
、
奈
良
時
代
後
半
３

期
ま
で
存
続
す
る
。
幅
約
三
ｍ
、
深
さ

約
○

・
六
ｍ
。　
木
簡

二
七
点

（削
暦
九

点
）
が
出
上
し
た
。
溝
の
堆
積
土
は
大

き
く
二
層
に
分
か
れ
る
が
、
出
土
土
器

・
瓦
と
も
幅
広
い
時
期
に
わ
た
る
も
の

が
混
在
し
て
い
て
各
層
に
は
大
き
な
年
代
差
は
な
い
。
東
区
東
端
で
検
出
し
た

Ｓ
Ｋ
Ｏ
九
は
南
北
約
三

・
六
ｍ
、
東
西
約
二

。
四
ｍ
、
深
さ
約
○

・
七
ｍ
の
不

定
形
土
羨
で
、
底
に
多
量
の
木
片
が
堆
積
し
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
木
衝
二

一



1985年出上の木簡

一
点

（削
暦
二
〇
三
点
）
が
出
土
し
た
。
平
城
官
土
器
編
年
第
１
期
の
上
器
が
伴

出
し
て
い
る
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五
を
埋
め
た
整
地
上
中
か
ら
削
暦

一
点
が
出

上
し
て
い
る
。

四
　
馬
寮
地
区
北
方

（第

一
六
四
十
二
一
次
調
査
）

本
調
査
で
は
発
掘
面
積
約

一
〇
♂
の
調
査
区
の
ほ
ば
中
央
に
幅
約
四
ｍ
、
深

さ
約
○

・
七
ｍ
の
素
掘
り
の
東
西
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
三
四
〇
を
検
出
し
た
。
こ
の
溝

は
、
西
延
長
上
に
伊
福
部
門
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
伊
福
部
門
か

ら
東

へ
延
び
る
官
内
道
路
の
北
側
溝
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
る
。
溝
の
堆
積
土

は
上
下
三
層
に
分
け
ら
れ
、
木
簡
は
下
層
か
ら
九
点
出
土
し
た
。
伴
出
し
た
土

器
は
平
城
宮
土
器
編
年
第
Ｖ
期
の
も
の
が
主
体
を
な
し
、
ま
た
軒
瓦
も
奈
良
時

代
後
半
に
属
す
る
。

五
　
右
京
八
条

一
坊
十
三

・
十
四
坪

（第
一
六
八
次
調
査
）

本
調
査
は
大
和
郡
山
市
が
計
画
し
た
北
部
清
掃
工
場
の
周
辺
整
備
事
業
に
伴

う
事
前
調
査
で
、
調
査
区
は
坪
境
小
路
を
挟
ん
で
十
三

・
十
四
両
坪
に
わ
た
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
掘
立
柱
建
物
五
八
棟
、
掘
立
柱
塀

一
六
条
、
坪
境
小
路

一
条
、

井
戸

一
〇
基
、
土
器
埋
納
遺
構

一
〇
基
等
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
十
三

。
十
四

両
坪
の
宅
地
割

・
土
地
利
用
の
状
況
が
明
ら
か
と
な
り
、
四
期
に
及
ぶ
時
期
変

遷
が
確
認
さ
れ
た
。
十
四
坪
に
つ
い
て
は
、
奈
良
時
代
前
半
終
り
頃
か
ら
奈
良

時
代
の
中
頃
に
掘
立
柱
塀
で
区
画
さ
れ
た
三
三
分
の
一
町
の
小
規
模
宅
地
四
区

が
存
在
し
、
い
ず
れ
も
宅
地
内
西
方
に
南
北
棟
身
舎
四
間
×
二
間
東
庇
付
き
掘

立
柱
建
物
、
東
方
に
丼
戸

一
基
を
配
置
す
る
画

一
的
構
成
を
と
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
ま
た
胞
衣
重
を
出
上
し
た
産
屋
と
み
ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
も
検
出
し

た
。
調
査
区
内
十
四
坪
の
西
辺
に
位
置
す
る
宅
地
内
で
検
出
し
た
井
戸
の
側
板

に
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
井
戸
は
奈
良
時
代
前
半
か
ら
中
頃
ま
で
存
続
し

た
。

３
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
北
面
大
垣
地
区

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
〇
三
Ｂ

①

　

「
養
老
三
年
関
七
月
」
　
　
　

　
　

　
　

　
　

μ∞ズ
μマ
∞
ｏェ

②

　

□
四
斗
七
升
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（饉
ｙ
］マ
∞
ｏ‘

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
〇
三
Ａ

Ｏ

　

八
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ常

ω
は
左
右
両
側
面
が
、
②
は
左
側
面
が
そ
れ
ぞ
れ
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
。

一
一　
南
面
大
垣
壬
生
関
東
地
区

・
西
地
区

三
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇

〔望
陥
己

①

　

＜
上
総
国
□
□

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

と
マ
∞
ｏ＄

②
　
・
「
尾
張
国

。
「　　　　　　［山］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Φ∽）
×
（ＰＮ）
Ｘ
中　　Φ∞ト



０
　
。
□
始
馬
依
騨
計
九
帥
如
却
□

。
□
□
信
濃
国
回

土
娘
Ｓ
Ｋ
一
二
〇
五
〇

⑭
　

。
「分
織
一五
稲
敏
五
升
　
　
日
本
三
尺
末
配

咆

名
□
□
四
尺
　
末
三
尺
五
寸
高

一
丈
□
×

⑤

　

「＜
己
西
郷
豊
〔剛
宅
白
米
五
斗
」

①
は
下
端
が
二
次
的
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。

〓
一　
推
定
第

一
次
朝
堂
院
東
朝
集
殿
地
区

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五

①
　

・郎

酢
配
人
宿
祢
□

②

　

『回
□
□
』
大
初
位
下

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
七
一
五

０

　

「散
位
寮
□
口

④
　
。
「＜
工
石
床
月
米
五
斗
八
升
七
月
料
者
」

名
＜
八
月
上
半
月
料
三
斗

『□
』
　

」

土
壌
Ｓ
Ｋ
〇
九

０
　
醒
乾
野
朝
臣廣
人

⑥

　

□
里
弓
削
子
首
□

⑦

　

受
財
而

同
日
回
拾
日
Ш

日
値
伍
拾
壱

□
□

□
□

（Φ∞）
×
（ドΦ）
Ｘ
ヽ
　
〇∞
〕

Ｎ
Ｏ
∞
×

］
∞
〉へ
ヽ
　
　
Φ
μ
騨

牌
『
ω
Ｘ

〕
⇔
×

卜

　

〇
∞
∞

（μ伽⇔
）
×
（Ｐヽ
）
×
枷
　
〇∞
μ

（牌μＯ）
×
（μＯ
）
×
９　　０∞
μ

（Ｎ釦
）
Ｘ
（Ｐ卜
）
×
］　　〇∞
牌

Ｏ
Φ
Ｐ

Ｏ
Φ
牌

μ
⇔
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④
は
工
石
床
の
七
月
分
と
八
月
前
半
半
月
分
の
月
料
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。

裏
面
下
端
近
く
に
あ
る
異
筆
は
月
料
を
受
領
し
た
し
る
し
か
。
０
に
み
え
る
上

毛
野
朝
臣
広
人
と
同
名
の
人
物
が

『続
日
本
紀
』
に
あ
ら
わ
れ
る
。
養
老
四
年

（七
一一〇
）
に
按
察
使
と
し
て
陸
奥
に
赴
き
、
蝦
夷
の
反
乱
で
殺
害
さ
れ
て
い
る
。

両
者
が
同

一
人
物
と
し
て
も
、
⑤
が
出
上
し
た
上
羨
の
年
代
観
と
矛
盾
は
し
な

い
。四

　
馬
寮
地
区
北
方

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
二
三
四
〇

①
　
。
「
讃
岐
国
多
度
郡
藤
原
郷
伊
□
首
智
万
庸
米
六
斗
」
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神
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年
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宝
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四
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名
若
狭
国
□

×

名
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平
勝
宝
四
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(1)± 五
戸

彊壕
兌

〔
〓
一
ヵ
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①
　
・
日
日
日
□
□
□
□
斗
」

。
神
亀
四
年
日
――
□

」

（∞
釦
）
×
騨∞
×
∞
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七
≧

・
宝
□
□
年
十
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
ｙ
μ？
『
ｏ毬

②
は
二
次
的
に
左
右
両
側
面
を
削

っ
て
文
字
の
方
向
と
は
逆
に
上
端
を
尖
ら

せ
、
下
端
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
。
裏
面
は
中
央
か
ら
上
端
に
か
け
て
浅

く
え
ぐ
る
。
現
状
は
荷
札

・
付
札
に
通
有
の
０３３
型
式
で
あ
る
が
、
原
型
０１１
型
式

も
し
く
は
０３‐
型
式
の
木
簡
を
付
札
に
転
用
す
る
た
め
に
天
地
を
逆
さ
に
し
て
二

次
的
に
整
形
し
た
も
の
か
。
あ
る
い
は
裏
面
の
浅
い
え
ぐ
り
が
何
ら
か
の
機
能

を
果
た
し
た
も
の
だ
と
す
る
と
、
付
札

へ
の
転
用
で
は
な
く
木
器
へ
の
転
用
と

な
り
、
型
式
番
号
も
嚇
型
式
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

右
京
八
条
一
坊
十
三
・
十
四
坪

〔口
ヵ
〕

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
□

□
笑
竹
稲
三

稲
稲

稲
稲

弊
医
私
和
笑
竹

和

『
Φ
Ｏ
×

μ
∞
φ
〉
〈
∞
Φ
　
　
Ｏ
Ｏ
】

９
　
関
係
文
献

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
八
六
』

（
一
九
八
六
年
）

同

『
昭
和
６０
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』
盆

九
八
六
年
）

町
田
章

「
平
城
官
跡
の
昭
和
六
十
年
度
発
掘
」
３
奈
良
県
観
光
』
三
五
六
号

一
九
八
六
年
）

花
谷
浩

「
推
定
第

一
次
朝
堂
院
地
区
の
調
査
」
（同
右
）

同

「南
面
大
垣
の
調
査
」
（同
右
）

工
楽
善
通

「
平
城
京
右
京
八
条

一
坊
の
発
掘
調
査
」
Ｇ
奈
良
県
観
光
』
二
五
一

号
　
一
九
八
六
年
）

杉
山
洋

「十
三

。
十
四
坪
の
遺
構
」
（同
右
）

上
野
邦

一
「十
四
坪
の
宅
地
」
（同
右
）

服
部
伊
久
男

「十
三

・
十
四
坪
出
土
の
遺
物
」
（同
右
）
　
　
　
（橋
本
義
則
）

⑤
　
・
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